













































































































































































































































































































































立 本 成 文
防災研究所は1951年に「災害に関する学理およびその応用の研究Jをその使命としてわずか3
部門の京大附置研究所として発足しその後，学問領域自体と社会の要請に応じて研究領域を次々















































































〔観測窓〕 。 ハノレタ 2 黒神， 3 吉松
地震観測室 。 4 加治木， 5 郡山， 6 福山， 7 鍋山，
8 錫山， 9 大根占， 10 開館， 1 ヲ！ノ平，
12 柴立， 13 小池
［観測井］ ＠ 14 北岳， 15 古里， 16 自浜， 17 新島，
18 沖小島， 19 語小域
〔潮｛立観測室］ 口 20・袴腰， 21・古里， 22 黒神， 23 自浜，
24：鹿克島
[ GPS観測点〕 聞 25 吉松， 26 大根点， 27 関関， 28 謹牽硫黄轟，
29：口永長部島， 30：農久島 31 中之島，
32 諏訪之瀬
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地水 風 京都大学総長 長尾 真
発刊のことば 京都大学防災研究所長 池淵周
防災研究所創立50周年に寄せて 東京大学地震研究所長 藤井敏嗣
京都大学防災研究所50周年に寄せて 九州大学応用力学研究所長 橋 清
防災研究所50周年を祝して 名古麗大学大気水国科学研究所長 田 中 浩
京都大学防災研究所の創立50周年によせて 京都大学大学院理学研究科長 丸 山正樹
お祝い 京都大学大学院工学研究科長 荻野文丸
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昭和3.4. 1 文部省令第13号により，地かく る。
昭和34.7. 9 文部省令第四号により 地すべり研究部門が設寵される
昭和35.12.26 文部省令第l号により，水文学研究部門および、桜島火山観測所が設龍される。
昭和36.4. 1 文部省令第15号により，酎風講造研究部門および海岸災害防止研究部門が設寵される。





















// // // 
昭和57.4. 1 
昭和61.4. 5 
平成 2.6. 8 
平成 4.4.15 
平成 5.4. 1 
平成 8.5.11 







































































































































































仁村I 議 清水博樹 藤療法司






























































































































































棚橋 j,!R 26. 4.21～28. 4.30 
速水頚一郎 28. 5. 1～30. 6. 15 
矢野勝正 30. 6. 16～32. 4.30 
酉村英一 32. 5. 1～34. 4.30 
棚橋 j;51, 34. 5. 1～36. 3.31 
佐々 憲三 36. 4. 1～38. 3.31 
お原藤次郎 38. 4. 1～40. 3.31 
速水煩一虫15 40. 4. 1～41. 3. 31 
石原藤次郎 41. 4. 1～43. 3.31 
矢野勝正 43. 4. 1～4. 4.30 
石崎 、議雄 4. 5. 1～46. 4.30 
村山朔部 46. 5. 1～48. 4.30 
音JII 宗治 48. 5. 1～50. 4.30 
石原安雄 50. 5. 1～52. 4.30 
中島楊太郎 52. 5. 1～54. 4.30 
若林 賓 54. 5. 1～56. 4.30 
芦田和男 56. 5. 1～58. 4.30 
高田理夫 58. 5. 1～60. 4.30 
奥田節夫 60. 5. 1～62. 4.30 
平成
柴由 徹 62. 5. 1～党.4. 30 
平成
土麗義人 充.5. 1～ 3. 4.30 
村本嘉雄 3. 5. 1～ 5. 4.30 
問中寅夫 5. 5. 1～ 7. 4.30 
高橋 保 7. 5. 1～ 9. 4.30 
今本薄健 9. 5. 1～1. 4. 30 












28. 7. 1 
9.16 
10. 1 
29. 6. 1 
30. 4. 1 
31. 7.10 
32. 6. 1 
6.16 
33. 5. 1 






































































35 .3 .1工学部へ配置換， 41.5.1研究担当 （工
学部教授）， 49.4.1併任教授， 2.3.31停年退官，
京都大学名誉教授


























3. 組 織 の 変 選 1 
就 任
氏 名 事ー 項 そ の 後 の 移 動年月 日
4. 1 1 高棒芸家馬 助手（採舟） ~誉l工教J学授i部助併教任教授助），教昇9任授.3J3工／学停3部年1）工退，学官48部，4へ京1配都研置大究換担学，名当
4. 1 i田中寅夫 助手（採用） 40.4.1 助停教年授退昇官任，，京63都.4大.1学教名授誉昇教缶授， 11.3.31 




12 1 松尾成光 臨時技能員（採用） 37.4.1 43.1.1技官任官，
8.5.11 
36. 1. 1 I盟国忠堆 臨時技能員（採用）
10.4.1技
2.16 松村律子 臨時技能員（採用） 37.4.1 41.6.17 （小泉），
43.1.1 
2.26 辻本行雄 臨時技能員（採用）
2.26 永田敏治 臨時技能員（採用） 37.4.1技能員配置換， 43.1.1技官任官
4. 1 山党龍三郎 併任助教授（理学部） 3.3.31停年
8. 1 羽野淳介 技能員（採用） 43.1.1技官経官， 8.5.11技術室機器運転班長
10. 1 芦田和男 併任助教授（工学部） 37.4.1 
4.3.31 
10. 1 奥田節夫 l…任，63.3.3…1辞職…京都大学引名誉ム 1教授昇
12.16 島 通保 併任助手（理学部） 38.4.1授助教教授授昇昇任任 ~3.理3学1 部停か年ら退）官。
4名7誉.4.教1 , 4 ，京都大学
37. 4. 1 江頭庸夫 助手（採用） 10.3.31停年退官
4. 1 英語一夫 助手（採用） 50.5.1助教授昇任， 2.2.1教授昇任
4. 1 西 潔 助手（採用）
4. 1 桂 )I顕治 助手（採用）
：.常名21勤誉：講教1授師講授，師昇5昇任4任2。1~助広3島教3大授1 学停（広へ年）島退，大官4学24か京1ら併都），任大印非学
10. 1 若林 賞 併任劫教授（工学部） 3任9:¥fo.助3.3教1授痔年（工退学官部，か京ら都），大3学9名.12誉．教1授教授昇
38. 4. 1 中村重久 助手（採用） 56.6.1助教授昇告， 9.3.31停年退官
4. 1 古津 保 助手（採用） 51. 7 .1助教授昇任， 2.6.8教授昇任
4. 1 尾池和夫 助手（採用） 4部8へ.5}6助教授昇任， 63.12.1教授昇任（理学
10.16 村本嘉雄 助教授（工か学ら部昇講任師L) It名69誉.82教~授教研授究昇担任当l
12 ~＂＇上よF 1¥Ci、 説
年月 日 氏
名 項 そ の 後 の 移 動
39. 3. 1 多河英雄 事務長（採用） 41.4.1 
8ム.5掛.1長1技術室企画情報班コンピュ タシステ
44.4.1 （工京学都部大学へ名），誉49教.1授.1研究担当，4. 1 I中 J1 博次 7.3.31 
教務員（採用） 40.4.1助手昇任
4. 1 横山康 技術員（採用） 43.1.1技1辞官在職官， 7.4.1助手に配置換，
10.12.3 
6. 1 河内伸治 事務員（採用） 43.1.1事務官任官， 46.7.1技官配置換
7. 1 矢部 f正 事務員（採用） 43.1.1事務官在官， 1.11.1技官配置換
40. 2. 1 野中泰ニ郎 助教授（採用） 5名4誉.6.教1授教授昇任， 12.3.31停年退官，京都大学
4. 1 I高 橋 保 i助手（採用） I 42.4.1 講助教師授昇任昇任（工工学部学へ）， 42.7-J1併.4任.1講教師授， 
4昇3任.4.1 ( 部から），
4. 1 I竹本修 助手（採用） 1当.10.16助教授昇経 2.8.1研究担
5. 1 43.1.1事務官任官， 47.9.1技官配重量換
6. 1 平野憲雄 事務員（採用） 43.1.1 
8.5.11 
8. 1 i小西利史 i事務補佐員（採用） 42震.4.換1技4能4.補佐員技詑官置配換聾換，:3.4 .1 l技助術手補昇佐任員配， 7.1 8.5.1 
41.4. 1 I 細 蕃 事務補佐員（採用） 42.4.1 4技3.能補佐員官経配置換 42.5.16技能員配
置換， 1.1技 官
4. 1 1 杉政和光｜技討す補佐員（採用） i\ ~d 技技術術員室機配器置換開，発4班3試.1.作1指技導官掛任長官，
4.16 I 中 島 暢太郎 ｜ 教授（／大台か阪管ら転託任気象1） 61.3.31停年退官，京都大学名誉教授
5. 1 I芹津重摩｜技術補佐員（採用） 4¥{1助技手術昇員任配置換， 43.1.1技官任官，
7 .1 
7. 1 I 田 中 正 昭｜助手｛／理配学童部換から1) 48.1.1助教授昇任
8. 1 I 舟橋多津｜事務補佐員 用）
9. 1 尾崎寄秀 事務員（採用） It年35退＼職i 事技務術室官任観官測班4観5測7第1一技掛官長配1置12.換3.31 定
技術捕佐員（採用） 47.12.1技官丘官
4.16 和田博夫 事務補佐員（採用） f8:U事技務術室官観配置測換証観，4測8第.9.1三掛技長官配置換，
5. 1 志田正雄 技能補佐員（採用） 42.6.16技能員艶壁換， 43.1.1技官任官
6.16 藤田安良 技術員（採用） 43.1.1技官在官
7. 1 毘上謙介 助手（採用）
9. 1 津田豊明 助手（採用） 63.6.1助教授昇任
9. 1 中尾節郎 技術員（採用） 43.1.1技官任官
10. 1 I土岐憲三 助教授（工艶学置部換から1) 50.4. 1工教学授部昇）へ任！配6（置工4換学部研i 50担ら.4.）当~ 併任助教教授授' 5置1換.4.1 か 5.8.1 配
( 1究
3. 組 織 の 変 選 13 
就 佳
氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動年丹 時
43. 4. 1 関 太郎 劫手（採用） 45.12.1助教授昇任， ι4.1教授昇任
4. 1 入倉孝次郎 助手（採用） 48.5.16助教授昇任， 63.8.1教授昇任
4. 1 中 JII 鮮 助手（採用） 12.3.31停年退官
4.16 吉田義則 技官（採用）
4.16 中 JII利部 技能員（採用） 47.5.1技官任官， 12.3.31定年退職
5. 1 藤原清苛 技術補佐員（採用） 43.9.1技官配置換
44. 3. 1 今本博健 50.4.1教授昇任
4. 1 瀬能邦雄 助手（採用） 45.12.9改姓（友杉）， 47.5.1助教授昇任
4. 1 上野鉄男 劫手（採用）
8. 1 内出 清 技術補佐員（採用） 45.9.1技官記置換
10. 1 土居 光 助手（採用）
45. 1. 1 小野博尉 併任助手（理学部） 50.4.1研究担当
1. 1 田中良和 併任助手（理学部） 50.4.1研究担当
1. 1 須藤靖明 併在助手（理学部） 50.4.1研究担当
5.16 渡辺邦彦 劫手（採用） 5.1.1助教授昇任
46. 4. 1 住友則彦 併任助手（教養部）
50ら・s:11研2.究3.担31当退職，
9. 1 市 JI 信夫 技官（援用）
47. 4. 1 鈴木梓之 助手（採用） 61.4.1助教授昇任， 11.5.1教授昇任
4. 1 赤松純平 助手（採用） 61. 7 .1劫教授昇任
4. 1 白石成人 併任助教授（工学部） 50.4.1 
8.3.31 
4. 1 長尾孝子 （採用）
6. 1 松村一男 助手（採用） 61. 7.1助教授昇任
10. 1 清水博樹 技官（採用）
48. 1.16 藤木繁男
4. 1 藤田搭一郎 助手（採用） 56.11.1劫教授静昇在任非，常7勤.1.講1師教授昇任（岐阜大
学へ）， 7.4.1 
6. 1 吉岡 洋 助手（採用）
7.3.16教授昇if.12.3.31停年退官，京都大学
11.16 古関龍馬 助手（採用） 6期1大3学1部辞教職授，）6.4.15非常勤講師（富山祭立短
49. 4. 1 佐藤忠信 助手（採用） 52.4.1助教授昇缶， 6.9.1教授昇在
4. 1 松波孝治 助手（採用） 3.1.1助教授昇任
4. 1 大谷文夫 助手（採用）
4. 1 湾問恵昭 劫手（採用） 51.11.1劫教授昇任 5.4.1教授昇任
14 =1章総 説
就年 月
任 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動日
4. 1 関口秀雄 助手（採用）
6教学3授制1へl金）.助沢9教大4授学1昇か教任ら授，）鼻（任金4沢4c'工大1学助研へ授究）配j科5置9か換4ら＼（助工
4. 1 i安藤雅 助手（採用） ！ 古1.6慶.1大助学教大授学昇院任理，学2研.6究.8科教教授授昇に任転，任12.4 .1 名
4. 1 石原和弘 助手（傑用） 2.4.1助教授昇任， 6.11.16教授昇任
6.16 竹内文郎 助手（採用） 2.6.8助教授昇任
1. 1 問問｛呆 技官（採用）
50. 5.16 諏訪 浩 助手（採用） 1.6.1助教授昇任
1. 1 来峯 阜 助手（採用） 62.12.1助教授昇任
1. 1 I足立紀尚 助教授l（工配学寵部換から1) 58.2.1教研授究拒昇任当 （工学部へ），58.4.1 
51. 4. 1 寺石員弘 助手（採用）
52. 4. 1 山下隆男 助手（採用） 8.4.1助教授昇任
4. 1 林 泰一 助手（採用） 10.2.1助教授昇任
4. 1 西村 進 研（究教担養部当助教授） 京3都.3.大出学教名授誉昇任教
7. 1 I谷池義人 助手（採用） 61.4.1 助（現教大授阪昇市任立，7.3.31学辞部職教， 1~.4.1 非常
勤講師 大学工 授
53. 4. 1 I六田京 事務補佐員（採用） 61. 7.3改姓（上道）
54. 2.16 池 i時期 ｜教授（詰理教授）
4. 1 I大年邦雄｜助手（採用） 6.4.1 助併教任授非昇常任勤講（高師知大（高学知へ大） 11.4.1 学農学部教授）
7. 1 I藤原髄三 助教授l（工か学ら部昇任講師L) 6誉0教1授16教授昇任， 10.3.31退職，京都大学名
56. 4. 1 中 JI 助手（採用） 2.11.1助教授昇任
4. 1 石垣恭輔 助手（採用） 7.1.1助教授昇任
4. 1 I小尻利治 助手（工配学置部換から1) 
6臼学t6岐1年か：阜：度ら大：転6・学助6任併へ2教年）任）授度非昇ω常任併勤10.任講f非~師骨1併09＇：勤任1講4非助師1常教教勤授（客授講配員師寵〔肢〕， 換阜大
6. 1 I佐々恭 助教授（l農か学ら部昇任助手1) 5.2.1教授昇任
6. 1 井口正人 助手（採用） 7.11.1助教授昇任
57. 4. 1 森田司郎 研究担当（工学部教授） 9.3.31停年退官，京都大学名誉教授
58. 4. 1 三村 衛 助手（採用） 5.10.1助教授昇任
59. 4. 1 I岡田憲夫 併（任鳥助取教大授学）（客員） tl鳥.5取.1大教学授か昇ら任）， （鳥取大学）， 3.4.1教授
7. 1 I中田豊二 事務点日（l理配学罷部換から1) 62.4.1掛経経長理理へ掛主配任長→置に換昇1任2.42.4.1治経地理区部事へ務配部置経換理10.4.言1十 .1宇
課司
60. 4. 1 六車 照 i研究担当（工学部教授） 4京.7都.1大教学授名誉（工教学授部から）， 6.3.31停年退官，
3. 組 織 の 変 遷 15 
就年 月
任 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動日
10. 1 丸山 敬 助手（採用） 10.3.1助教授昇荘
10. 1 中北英 助手（採用） 3研.1究.1科助へ教），授研昇究任担，当12.4.1助教授配置換（工学
助手（採用） 8.4.1助教授昇任
4. 1 津田純男 助手（採用） 6昇.4.任1 （工学部へ）， 9.4.1助教授
4. 1 岩井 哲 劫手（操用） 10.3.31辞職
4. 1 渋谷拓郎 助手（採用）
4. 1 重富閤宏 研究組当（理学部助手） 2.6.8助手（理学部から艶置換）
6. 1 堀口光章 助手（採用）
10. 1 亀田弘行 教授（工か学ら部昇助任教授｝) 
62. 4. 1 村松久史 教授（運輸省から転任） I 9.3.31停年退官 京都大学名誉教授
4. 1 小林正美 研究担当（工学部講師）
4. 1 北原昭男 助手（採用）
63. 4. 1 間瀬 肇 研究担当（工学部助手） 8.4.1助教授配置換（工学部から）
平元.4. 1 皇深好文 助手（採用）
4. 1 近森秀高 劫手（採用） 9.4.1岡山大学助教授へ転任
4. 1 梅田康弘 研究担当（理学部助手） 2昇.6径.8助教授昇任〈理学部から入 11.12.1教授
4. 1 小林芳正 研究担当（理学部助教授） 9.3.31 f亭年退官，京都大学名誉教授
7. 1 岩田知孝 助手（採用）
11.16 森井 亙 劫手（採用）
2. 4. 1 酒井哲郎 研究担当（工学部助教授）
4. 1 嘉門雅史 研究担当（工学部助教授） 3.4.1教授昇任（工学部から）
4. 1 余田成男 研究担当（理学部助教援）
4. 1 木村 売 研究担当（工学部助手） 6.4.1研究担当（工学部劫教護）
4. 1 巽 好幸 研究担当（理学部助手） 9.4.1研究担当（理学部教授）
5. 1 斉藤隆志 助手（採用）
6. 8 島田充彦 4.12.1教授昇佳
6. 8 伊藤 潔 3.11.1助教授昇任
6. s I中村佳重郎
6. 8 許斐 電 助手（
6. s I中 Jfl 濯 技官｛ 9.4.1技術室機器運転斑実験器運転掛長
6. 8 伊藤勝祥 8.5.11技術室観測班長，10.3.31定年退職
16 月マよ .qコL 1,c.、 説
氏 名 項 そ の 後 の 移 動
6. 8 浅田照行
6. 8 I近藤和男 i
6. 8 堀 r-Ul
6. s I竹内情 ド悶I'/(
8. 1 藤森邦夫 研究担当（理学部助手）
8. 1 中 J1 一部 研究担当（理学部教授） I 7.3.31停年退官・京都大学名誉教授
12. 1 深尾良夫 併（任名教古屋授大（学客理員学）部教授）
3. 4. 1 片尾 浩 助手（採用） 12.10.1助教授昇任
4 1 勝見 武 助手（採用） 12.3.31辞職
4. 1 西 憲、敬 助手（採用） 9.3.1理学研究科へ配置換





春 男 併助（任広教助授島教大）授学総（客合員科学）部4. 1 I林
4. 3. 1 大志万藍人 助教授（採用）
4 1 味喜大介 助手（採用）
4. 1 I中島正愛 助（教神授戸大学から転任）
12.4.1教授昇任
4. 1 I丸山利輔｜研究担当（農学部教授） 京5.3都.3大1学期名間誉満教了授,9.3.31停年退官
4. 1 I 北 勝利 研究担当（工学部助手） tn 助非手常配勤置講換師 （（工東学海部大学か潟ら洋），学9部.3.講31師辞）職，
4. 1 I北岡豪｜一一樹） 11.3.31辞職
6. 1 I井上和也 教授／｛工か学ら部昇助任教授L) 
10. 1 I細田
5. 2. 1 I北村 修 事務円局／（施配設罷部換から＼) 部7.4経.1理施課設施掛設主管任理に掛昇主任任に1配2.置4.換1宇治地区事務
4. 1 12.4.1山梨大学工学部助教授へ転任
4. 1 津田純男 助手（採用） 6.4.1助助手教に甑置配換霞換（工学部）
9.4.1 授に
4. 1 I釜江克宏｜可群第実験所助手）
4. 1 I河野允宏 i研究担当（工学部助教授）
3. 組 弓時～ 、’J 3ι ふε主 17 
4. 1 金田章搭 研究担当（文学部助教授）
9. 1 諮問 i浩 助手（採用） 8.4.1助教授昇任





6. 2. 1 大見士朗 助手（研防究災所科学か技ら転術任L) 
4. 1 賛 馨 I 10.11.1教授昇任
4. 1 石川裕彦 劫教授（採用）
4 1 武藤裕期 助手（採用）
4. 1 多々純裕 I 9.4.1助教授転任（鳥取大学から）
4. 1 向田篤正 研究担当（理学部教授）
4. 1 小橋澄治 研究担当（農学部教授）
4. 1 木田秀次 研究担当（理学部教授）
4. 1 東 敏 f専 研究担当（理学部助手）
4. 1 久家慶子 研究担当（理学部助手） I 12.10.1研究担当（理学部助教授）
4. 1 家森俊彦 研究担当（理学部助教授）
4. 1 大倉敬宏 研究担当（総合人間学部




8. 1 永井 修 総課務長（庶捕務佐部か人ら事昇任課課長1) 10.4.1人文科学研究所事務長に昇任
7. 4. 1 高山知可 教授（港か湾ら技転任術研究所｝／ 
4. 1 戸田圭 劫教授（採用）
4. 1 奥田泰雄 助手（採用） 11.10.1建設省建築研究所へ転任
4. 1 椀谷 俊 非期常大学勤部講助師教（授日本）大学短 8.1.1助教授採用
4. 1 上谷宏二 研究担当（工学部教授）
4. 1 深患昌一郎 研究究担当センタ
18 
月マよ ..cp ,c., 説






4. l I 部i j箆
4. 1 I下問貞正
10.4.1経理部経理課へ配置換
4. 1 I山田芳男 事費鐸顧問 10.4.1農学部へ配置換
4. 1 I木村智子 ii主著（詰君主研究所） 9.4.1施設部企画課へ配罷換
4. 1 揺本 隆 事務官（採用） 9.10.1医学部開民病院へ配置換
6. 1 諸問繁洋 助手（採用）
7. 1 問中 聡 助手（採用）
9. 1 根岸弘明 助手（採用）
10. 1 I根田昌典 （理学研究科
s. 4. 1 I浦嶋真次 I s.4.1経理掛主任に昇任山l経理部主計課へ
4. 1 I立 JII康人 助教授（工か学ら部昇助任手1) 
4. 1 馬場康之 助手（採用）
4. 1 山本圭吾 助手（採用）
4. 1 布野修可 研教究授担）当（工学研究科助
4. 1 I杉万俊夫 i研教究授担）当（総合人間学部
4. 1 I淡路敏之 1 ：塁手当（理学研究科助
4. 1 I松本 勝 1 ：塁手当（工学研究科助
4. 1 I後藤仁志 l官担当（工学研究科講
4. 1 I中西 郎 1 ：塁手当（理学研究科助
4. 1 I中 JI 大，：塁手当（工学研究科助
4. 1 I 瀕 額 一 犯 ｜ 併学任地非震常研勤究講所助師教（東授京）大
4. 1 I神村 孝 I享主事品霊授） 』（神戸大




4. 1 松津 暢 （東北大












10. 1 I山本 明
9. 2. 1 I中村典秋
設ヨf妥5と
4. 1 千木長雅弘 i教授（採用）
4. 1 渡遺史夫 （工学研究科
4. 1 増田嵩士雄 （理学研究科
4. 1 塁村雄彦 研究担当（理学研究科
4. 1 橋本武志 研究担当（理学部助手）
非常勤講師（損害保険手










珂コヨ i よF %:c円A、ー 説
事ー 項 そ の 後 の 移 動
4. 1 I L! 岸 光





4. 1 I塚本 修｜官官草草壁部教授）
4. 1 I松浦充宏 併（任東教京授大学（客大員学院）理学系
研究科教授）
4. 1 上野弘道
4. 1 萩原良巳 教授（採用）
4. 1 橋本 学 助教授（建設省から転任）
4. 1 植田洋医 教授（九州大学から転任）
4. 1 市 JI 温 助手（採用） 112.4.1均科助手へ配置換
4. 1 平野藤幸 経諜理長（宇門部学工校業か高ら転等専任L) 
12.4.1宇街科学研究所へ転任
4. 1 I木村美那子 総主務課任（か図書ら館配総震務換課1) 12.3.31退職
4. 1 I上田照夫 専職員門（工配学置部換からL／ 11.4.1経理部経理課へ配置換
5.16 徐 培亮 助手（採用）
6. 1 田中時義 教授（建設省から転任）
8. 1 石井将幸 助手（採用） I 11.10.1島根大学へ転任
10. 1 本田利器 助手（建設省から転任）
10. 4. 1 福田洋一 研助教究担授当） （理学研究科
4. 1 I鎌田浩毅 IfJ塁手当（総合人間学部
4. 1 I堀 智 晴 I 研助教究担授当） （工学研究科
4. 1 I田中賢治 i醇戸（工学研究科 I 12.4.1助手配壁換
4. 1 I碓井熊子｜想望要望文学部助教授）
4. 1 I張 昇平 l鵠襲撃臨綾子学都
4. 1 I高昌秀雄 i控聖書望遠宇沢工業大
3. 組 4時男、 v＿ノ ヨ又ー 正三:i. 21 
就年 月 任日 氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動
4. 1 鈴木浩 非研常究所勤地講質師部（主財笹電研力究中員央） 
4. 1 
大 滝 英 治 ! H併学任環I，非境士常理枠制勤工学童講部師相教＇.授古岡 1山）F 大
4. 1 金 14鳥 聴、
4. 1 歌田久可
観測研究センタ一助教授）
4. 1 宇都浩三 併術部任院主選任非常質研勤調究査講員師所）地（工殻化業学技
4. 1 藤吉康志 併大任学非低常温科勤学講研師究（所北教海授道） 
4. 1 渡辺正幸




4. 1 寺尾 徹 助手（採用） 12.3.31辞職
4. 1 神田 径 助手（採用）














10. 1 中関 ，力出て 劫手（採用） 12.3.1辞職
10. 1 I Jlf 北員子 i 置12換.4.1宇治地匹事務部経理課第一用産掛に配
10. 1 I……｜糊（採用）
10. 1 i家村件和 教研授究担）当（工学研究科
22 珂マム -"P 恥也、
説
氏 名 事 項 そ の 1麦 の 移 動
10. 1 長田 （工学研究科
10. 1 松井 良日 （工学研究科
10. 1 7]( ILi 久 研究担当（農学研究科
10. 1 ノト 高島 伸 f二
1. 4. 1 I 麗 美 八ム 秀 併学任人非間常科勤学部講助師教（大授阪）大
4. 1 i宮武 陸 ｜ 併学任地非震常研勤究講所助師教（東授京）大
4. 1 I伊藤
譲 ｜ 非学H部常fて勤駒士持紳教授品三） 摂日工
4. 1 I辻村 貴
4. 1 I野口正人
4. 1 I稿 lLI 蒸 I ナエ判貝郎ナロ…ぷノ
4. 1 i寒 JI 旭 ｜ 併躍究任官非智）常勤子講臨師（聖工書業事技
非常ネ勤講ギ師文（総化大研究阪ガス
4. 1 I隈野哲郎 iエノレ一 所研
究主幹）
4. 1 I 横 田 冬 彦 ｜ 非教（京常授勤都）講橘師女子（客大学員文〕学部
4. 1 1 藤田 正 ｜ 学非（部常大勤阪教講女授子師）大（学客員人文）社会
4. 1 I小畠 孝 l霊堂（較で量産量査） 12.4.1文学部へ配置換
4. 1 I梶村正治｜空理署（廓努tit) 置12換.4.1宇治地監事務部経理課珂計掛主任に自己
4. 1 I鈴木 立比 ｜ 職専員門（大か阪ら外転任国語大学1J 12.4.1経理部契約課へ配置換
助手（採用）
1. 1 城戸由能 助教授（採用）
12. 4. 1 I東樋口 護 助研教究授担当） （工学研究科
4. 1 I嶋本利彦｜塁塁手当（理学研究科
4. 1 I酒井哲弥 i醇戸（理学研究科
4. 1 I 渡 辺 晴 彦 ｜ 環部非常境長勤事）講業部師技（側術第日ホ2部コ付ン






4. 1 佐藤魂夫 （弘前大




4. 1 I永田 茂
4. 1 牛山素行 助手（採用）
4. 1 浜辺俊雄 劫手（農学部から配置換〉
4. 1 林 藤裕 助教授（採用）





～i玄～～分～～～一一～～年～～～境～ 初年 56 年度 57 年度 58 年境 59 年度 60 年度
問立学校特別会計予算額 5 639 1,452,992 1 447 229 1,604,762 1 623,254 1,744,303 
人 件 型i 2,394 814 960 800 668 872 999 990,848 1 002 841 
ヰ方 手ド 費 3,152 596,852 602 514 688,403 608,741 645,062 
丘，i; 費 93 41180 44,047 43,360 23 665 96 400 
手：t 研究費補助金 150,162 97 020 147,926 96 642 173,107 
5 639 1603154 1,544,249 1,752,688 1,719,896 1,917,410 
～度～～分～～一一一～年～一一一 61年度 62年度 63年度 元年度 2年度 3年度
国立学校特別会計予算額 1 662 724 2,482,223 1,568,059 1,804,128 2 149 254 2,353,941 
人 件 費 976 975 1 102 903 957 081 1128 507 1,284,013 1 506 774 
物 件 費 619 149 707 984 558 928 593,256 825 441 835 867 
営 繕 費 66 600 671,336 52 050 82,365 39 800 11,300 
科学研究費補助金 146,133 146,492 113 503 138,401 156 317 177,200 
1 808 857 2 628,715 1 681 562 1 942 529 2,305,571 2 531 141 
0 一一之Jと 4年度 5年度 6年度 ？年度 8年度 9年度
崩立学校特別会計予算額 2 197 911 3 521 347 2 318,182 4 058 312 2 791 900 2,571,205 
人 件 費 1 312 878 1,548,227 1 346 525 1,349,277 1 385 239 1,477,829 
物 件 費 837 033 1,967 328 933,254 2 663,035 1,405,561 1 079,476 
ρ邑l4 繕 費 48,000 5,792 38,403 46 000 1,100 13 900 
科学研究費補助金 133 100 221,600 182,300 212,900 250,100 231,000 
言十 2,331,011 3,742,947 2,500,482 4 271 212 3,042,000 2 802,205 
10年度 1年度
『『』『』』」
閤立学校特別会計予算額 2,476,604 2,382,222 
人 件 費 1,492,972 1 477 544 
物 件 費 944,690 872,148 
営 繕 費 38 942 32,530 
科学研究費補助金 257,781 308 676 
言十 2,7削 85 I 2,690,898 
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(i) 土地の変遷




実和験串所歌本本町山潮所県西岬牟婁郡I 4脚 川 I 昭昭和和お羽§i年1度fD4＼印~~§.日日st~明1~現増現有（原（原野原野）野）） 




7 779.73nf 昭昭和和§~年.8.度1 llN:i現増有（砂防地）
雨量村岐観車中尾県灘敷吉外城ヶ郡谷上宝




穂観澱島地所すべり i！ l仰 ｜昭和昨度末 ω川4附現脊
観通字測新潟信所潟町本県所中頚域郡大 3,292.23nf 昭昭和和§~年.8.度1 l98l'l:i現増有（原野）




平昭和成56.6.1 ：~~：8日Onfnf日現d現現有有有国無無有償償水（面公（公有（有渋水水柿面面浜）  ） 8.4.1 1 
11.4.1 
火山活動研究｜｜観鹿桜測所児島本島町所県横 1 312.31 nf 平昭昭昭和和和成田~年年年6度度度1 ¥D29t4増：現増有（桜島町横山字鶴崎）
センタ 鹿山宇児鶴島郡崎 i l:~~:3: 

















16.00rrl 昭和52年度 16.00 nr増無償借地（地下横穴壕）
16.11 rl 平昭和成~~4.年l度 16.00rrl増 借地（地下横穴壕）






















I 16.oo昨f 昭和59年度 16.00nf増無能借地
古鹿里有観児村測町島県2井4鹿1児島郡
｜昭和畔度 36.00nf増有償借地
昇ブ神鹿2ル観敷2児調島き室市） （通信ケー黒神町26 366.00nf 平成8.4.1 366.00nf現有無償借地









I so.OOm2 ｜平成4年度 80.00nf増有償借地
火収鹿桜容イ山観2箱児島2測設町5島5換置県番白鹿振敷書英字器児島ナ郡メ
I 10.00 ｜昭和49年度 10.00nf増無償器地（原野）
極測鹿井桜小17域2児島2埋町島1設横県地鹿山震児字鶴計島観郡崎1 削 Onf
l平成4年度削Onf増有償借地
3. 組 織 の ，タpjと、 遷 29 
名 称 所 在 地
110.00nf i平成4年度 110.00nf増有龍借地
16.00m2 王子成5年震 16.00 nf増 有鍍借地
16.00nf 平成5年度 16.00m2増有撞借地
16.00nf 平成5年度 16.00nf増有償指地
































































3. 組 織 の 変 遷 31 
平成




13.40nf 昭和61年度 13.40nf増 有償借地（観樹小農敷地）
83.40nf 昭和61年産 83.40m2増有償借地（観測坑道）




161.82 nf 昭和62年度 161.82nf増無償器地（観測坑道・送信室）









16.00nf 1昭和50年度 16.0 nf増無償借地（宅地）
40.00m2 i昭和59年度 40.00nf増脊償借地
32 7"' 1章総 説
名 称 所 地 備
現有






611.00 nr 平成s.4.1 611.00 nr現脊有償倍地
屯鶴峯観測所｜観測奈芝所町良本県穴所北虫 I 675.94nr 葛城郡香
屯奈芝鶴町峯良観県穴測北虫葛室城郡香
































312 .43 nf 
320.29nf 




































夢前兵3町8観庫古外知測県飾室之磨庄郡字夢法前持 I 10.日0nf 
3 兵野庫島県纂浦津字名奔郡夫北1淡但町3I 35.00nf 
36.00nf 




醍番醐宇観治地測市2室炭 497 .0 nf 山乾谷24
強京震山観都町府測室久 I 5. 1onr 世郡久御
強震京町観都測府室宇 I 5. 1onr 治市横島
























3. 組 織 の んgと, 選 35 


























りl観徳測町所島県本所 182j 三好郡油田 182 
観測本所室内に設置 154j 154 


































































































郡鹿番山山観児町測獄島字室県大司置谷郡19郡（5 ~j 昭和58年度建6nf 延6nf増




新鹿3桜島R観児島）9測島町赤室県鹿水字児新島郡島 I ~j ｜平成4年度建5nf 延5nf増
柴鹿字立観柴児担立島IJ下室市2東2桜14-2島町 ~j 平成6年度建3nf 延3nf増
浜鹿元浜元観児1測島3室市1持木町字
3nf 平成8.4.1 建3nf 延3nf現有
3m2 








鹿所野鳥町取2観大76測県字3室河気高内郡字上鹿別野 ~j ｜ 昭昭和和~~年.6.度1 建54:f 延5時d現有
智頭鳥町17観取大4-1測県字室 5nf 八大頭呂郡字智池頭本
I 昭昭和和~6峨.6.1 建54:f延5吋d現有
倉吉鳥山取観字測寺県室倉山吉15市35巌の城4 ~j 昭昭和和~~年.6.度1 建54:f 延54:f現増有
三兵月B日S月庫町観県下祖佐本用郷室郡字三高蔵日
5nf 
昭昭和和1；年.：度：o建建｝J延延51噌現増有（バンガロー ） 現有5nf 
3. 組 !'lん 、，J とヌι よ8 39 
名 称 所 在 地 備 考
現有
~~ ｜ 昭昭昭昭和和和和i~年年：：度度：o 建建5川iJ 延7nf （バンガロー ） 現有
~~ ｜阿昭昭和和i慨t年：度:o 建7nf 延7nf （バンガロー ） 現有
~~ I 昭和和4却1年.：.度:o 建7nf 延7nl（バンガロ ）現有
昭 50 
56 
11 nf l昭和問度建11nf 延川増
11 nf 
7 nf ｜昭和54年度建7nf 延7nl増
7 nl
7 nf ｜昭和54年度建7nf 延7nf増
7 nf



































観本所測室内に設置 61: 61 




屯鶴峯観測所｜観測奈芝所町良本穴県所北虫葛（本城館郡香） 129~ 245 




















































42 第 l主 総 説
名 斡t 所 在 1也 備 考
現有
その能 i炭Il観測室 I 26~ 昭和59年度建26nf 延26nf増
26 
21 nf 建21i1~増 延21nf現有21 nf 
85 :~ 平成7年度建85nf 延85nf増85 
35nf 平成7年度建35nf 延35nf減
35nf 






































































































































































































5. 刊 ？ 物






(A) Bulletin of the Disaster Prevention Research Institure 
歌文， B5版，昭和26年から昭和39年までは不定期刊行で：＇. Vol.13.論文番号No.70まで刊行。昭和39年以降
昭和43年までは年4田刊行，内 l自は抄録集で vol.17. Part. 4.論文番号No.129まで刊行。昭和43年以










































は次表のようである。ただし，一般共同研究 l応募件数 j採択件数！ 校費
は予算執行などの都合で平成9年度から実施 特定共同研究 19課題 6課題 540万円 576万円
されることとなった。なお，特定共開研究に 研究集会（特定） 24課題 5課題 397万円 143万円
ついては参加者も公募した結果10名の参加希
望者があり，全員研究代表者の了解を得て研


























































9:00～ 9:20 流域の土砂環境問題 津田豊明（京都大学防災研究所）









13:20～13:40 雲仙水無JII における土砂堆積 橋本晴行（九州大学工学部）
13:40～14:00 計画土石流の設定と避難 中山 一（京都大学防災研究所）
14:00～14:20 ステッププール形状の変化 藤田 IE治（京都大学農学部）
14:20～14:40 山地河川の河道変動 長谷JI和義（北海道大学工学部）
14:00～15:00 河川の縦断形状について 泉 典洋（東北大学工学部）















































に北海道の大詔で開f寵された第13四国際地球内部篭磁誘導研究集会でも発表され， また， Journalof Geomag-
netism and Geoelectricityへの論文投積もRegionalresistivity variation inferred from the Network-MT 















































































































1 ) 2 ）は控屋根富上の流れと風圧力との関係について研究したもので，陸毘摂菌上に形成される円錐渦の構
造とその負圧との関係を明かにした。 3）…5 ）はPOD（誼交級数展開）解析を用いて，低農建物の麗援部に加わ
る風圧力の性状を示し さらにPOD解析により得られる風圧力の性状を示し さらにPOD解析により得られる風




























































































































































































































































































ン手法について研究することを目的とするものである。米国オクラホマ大学のCAPS( Center for and 



























































































































































































































































































































































































に向かつて深度を変え（ 0 , 1 , 5 10 15 20 30, 40 50, 60, 70 73m〔底〕），各々の深度で試料を採取し
た。以上9観測点から合計20件の試料を， 1年間に4回（’97年2月， 5月， 8月， 1月， 98年 2丹）採取して，



























































スに収録済みのものが，名大： 3,596点，島根大： 215点，東大震研： 521点，京大理： （陸上553点・別府湾104点），


























































































































































• IJM能期間平成9年7月1'日～平成9'.tf 7丹16[:I 























































































































































































































東京大学大学院理学系研究科・ 今中 宏 火山首のデータ ピデオ，写真




鹿児島大学理学部 ・田中 穣 桜島火山観測所，春田山観測室
側時本建築総合試験所 ・西村宏昭 潮岬威力実験所
大阪市立大学工学部 －谷口徹郎 超音波風速計 潮岬買え力実験所
エネルギー科学研究科 ・東野 達 桜島火w観測所
// ・山本浩平












の選定が行われる。 特定共問研究 9課題 3件 200万円 170万円
平成10年度の各種目についての，応募件数， 研究集会（特定） 31課題 14件 821万円 854万円
採択件数および研究費配分額は次表の通りで
研究集会（特定） 8課題 3件 170万円 90万円
ある。平成9年度から継続の特定共同研究6













































































































































































































することができた。その内訳は， トピムシ自 2，カゲロウ居住， トンボEl1，カワゲラ目20，甲虫自12，ヘビ


















































































































































































































































































時頃に表ー部および2.5m深で、採水し 顕徴鏡で覗いて植物プランクトンを15種類に分類し， 1 mlあたりの細抱数を
計数した。採水と問時に多項目水質計による水質（水温，塩分，溶存離素， クロロブィノレa.~.埼度）の鉛直分布の
観測を行った。さらに期間中4四回辺湾全域の水賀観測を行ったO また湾口部の田辺中島高潮観測塔を中心にして，













られた。 1998年度の資料は， TOO+WAP98 (Tanabe Oceanographic Observation 十WaterQuality And 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































なって出露できなかった為である。これは 当共同研究集会を計闘し申請 CH9 .7.22）してから採択通知を受理













































































































































3件 I 200万円 170万円
H牛 I 203万円 182万円
26件 1,008万円 11,051万円
9件 200万円 i90万円














































































































































































































































































23自から31日の観測期間9ケースのうち 低気臣の通過に伴って，雨となった 27日を除いて霧が発生した。 27
5の夜は北西風が強かったが， 28日早朝，弱まり薄い霧が発生した。他の7ケースは，盆地に流れ込むJIの谷間付
近で発生，中央部に流入した。霧は地上からでなく上空で発生，流入した霧域がつながって霧の海になるのに時間



























































































































































































































































JI -1 3 























































































































































































































・研究課題 (1) 課題番号 llK 2 
138 第2章共同利用・共向研究
(2) 課題名 Memorial Conference in Kobe V 
－研究代表者：土岐 憲三・京都大学大学院工学研究科・教授
－所内担当者：湾問惑昭






























来年のMemorialConference in Ko be Mは 2001年 1月21日（日） 神戸海洋博物館において志を同じく多
数の参加者を得て開催する。
IlI-3 














1. 9 00～ 9・20
2 9・20～ 9 40 
3 9 40～10 00 
4 10 00～10・20
5 10 40～1 00 
6 1 10～1 : 20
7 1 20～1 40 
8 1 40～12 00 
9 14 00～14 20 
10. 14 20～14 40 
1. 14 40～15 00 
12. 15 20～15 40 
13. 15 40～16 00 
14. 16 00～16 20 



















































































































































































今店の研修集会で、は 地盤汚染に関する特別講演として ドイツ圏シユトクツトカや／レト大学のB,Barczewsk i 
（ノミ／レチエスキ）博土カミら















































第5フェイズ（1996-2001年）のプロジェクトの一つであるAP-FRIEND(Asian Paciffic Flow Regimes 


















































































































































































































































































































震災における人的被害の構造を総合的に議論し 「人的被害研究会」を開催した。さらに 平成1年度よ り平成15
年度にわたり特定領域研究「日米共同研究による都市地震災害の軽減」 （領域代表 ：亀田弘行）が実施されてお り，
日米両国における都市地震災害の諸問題についての包括的な研究が実施されている。さらに 平成1年度より平成
Hanshin Expr，出，way

































































！諮問’現1 ，事~雪I:t・j1:1 虚vヤ，担ア 哲寂r：亭



















































































































































































































































































0 1 3 5 7 
園田SurfaceRupture 
ー，Assumed Fault Model 
34・30’】 K. ・/ 1 1」Jメ＂＇＜ 、 】 実 Epicenter* Hypocenter 
50km 
「与 .J! 









120・ 00・ 120・ 30・ 121・00’ 121・30・
















































































































































































































































に昭和37年に設寵された。実施して来た主な研究課題は 1 ）土と軟岩の力学物性 2 ）軟弱地盤の変形と破壊予




する地球化学的過程， 2 ）水文地形学的方法による崩壊災害ポテンシャルの研究， 3）土石流の発生・流動特性と
土石流による地形変化の研究， 4）斜面災害防止のための警戒・避難に関する研究， 5）湖沼の物理環境に関する
研究，であった。
3. 地盤災 部門 169 
地すべり研究部門は，地すべり・斜面崩壊等の斜面災害の発生機構，その災害の形態及び災害防止対策を研究す
ることを目的として，昭和34年に設寵された。実施して来た主な研究課題は， 1 ）地すべりの発生機構の解明， 2)


















































































































































岩石の風化研究に携わる様々な分野の研究者 ・実務者に呼びかけ シンポジウムを開催し その結果の一部は



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































HEihe river Field Experiment）の研究代表を務め， さらに，残る問題解決のために科研費国際共同研究AECMP




















生した強風被害，パングラディシュの竜巻 インドネシア森林火災のほか， 1998年， 1999年度には「1998年9月台
風9号による近畿地方を中心とした強風災害に関する調査研究j f台風9918号に伴う高潮と竜巻の発生・発達と被
害発生メカニズムに関する調査研究jを実施した。


















































の研究課題は，「南極 ・ヒマラヤ ・南米など極地氷河の地形 ・熱収支と大気循環の関係J，「地球規模気候変動の一
大要因であるオゾンやメタンなどの温室効果気体の分布 ・発生 ・消滅など実態把握」，「化学 輸送モデルによる温
室効果気体を含む微量気体分子の分布と変動」，「二酸化硫黄から生成される徴粒子，土展粒子などの大気中浮遊徴
















































































































































































































































































































































































写真一3.11 穂高砂防観測所 写真 3.12 ヒル谷試験ダムの排出土砂による実験
観測システムの整備は足洗谷観測流域（6.5凶）において，昭和54年度に足洗谷観測水路，昭和55年度にヒル谷
出口に自動流砂観測装置が設置され，昭和58年，59年度には従来の観測機器を有線テレメータ化する砂防観測テレ
メー タ ・システムが設置された。この装置は，テレメータ ・データ収集表示，映像監視記録，データ保存 ・記録装
置から構成されており 雨量計 （6台） 水位計 （6台），流速計 （2台） 流砂量計 （2台） 温度計 （3台），湿
















が大同工業大学 ・下島栄一教授と行われている。流j或内における土砂の生産 ・流I＇，などに関連して， 山地河道にお
ける土砂動態モニタリングに関する基礎的研究および砂防ダムからの排出土砂の移動とそれが渓流環境に与える影




































6. ンター 201 
用することである。
これまで＼九鬼（昭和46年～昭和56年），語井JII （昭和47年～），正夫（昭和51年～昭和58年），伊良原（昭和54




























































































































































(POM:Princeton Ocean Model)およびメソスケール気象モデルを結合させ，大気 海水循環系の 3次元シミュ






1 ）海底地殻変動測定の新しい試み （基盤研究 安藤雅孝）の一環として海底地形変動観測のための精密音響測
距の精度実験を1993年3月に観測塔と 2km離れた海底に音響測距計を設置して、観測塔での水温データーとの相
関等を検討し測定精度の実験をした。








































































1) ADCPによる砕波帯内での海浜流の鉛直分布観測 （平成8, 9年度特定共同研究，大阪大学 出口一郎教
授，岐阜大学 安田孝志教授他） 2 ）現地観測データからみた海浜流場と海底地形の変動特性との関係 （平成9,
10年度， 鳥取大学 野田英明教授他）3 ）観測桟橋を用いた大気 海ー洋間のCO2の交換量の測定 （平成9年度一
7. 地 センター 207 
般共同研究，岡山大学 大滝英治教授位） 4 ）観測桟橋に沿った海底地形データによる平禽海浜断面形状の解析
（平成9,10年度科学研究費国擦学術研究，スエーデン，ノレンド大学 MagnusLarsen, Hans耳ansen) 5 ）広
域海浜流観測の観測 (1)（平成9,10年度科学研究費基盤研究（B），大寂大学 出口一部教授） 6 ）広域海浜流













































































































































































平成2年12月～5年3月 深尾 良夫（名古屋大学理学部） 地震波解析による地球内部の研究
平成5年4月～7年3月 長谷川 昭（東北大学理学部） 地震の発生機構と地環内部講造の特性に関する研究
平成7年4月～9年3月 丸山 茂徳（東京工業大学理学部） 全地球テクトニクスの定量的な構築の研究







































































































































よびマン トル最上部のS波速度構造を求めた。最近， i症谷 ・伊藤。西田 ・松村 ・渡辺は， 四国東部地域においてレ
シーパ関数と人工地震観測のデータを併せて解析し下部地殻の上部に低速度層の存在を示唆する結果を得た。




















































































盟 置 5.0・6.0(sec) 
6.0・7.0(sec) 

























































































































































































































































Activity density: Ad 
JMA 1961-1997 M孟3.0,Depth話30km,・. 












































ライン・リアルタイムの自動処理化のための「地震波自動処理システムJ(Seismic Wave Automatic Recording 






























































































































































































































































































































7. 地震予知研究センター 229 
クスリップ型が集中し，両者の関の地域では，逆断屠型が卓越するように見える。また，例外的に神戸側余震域で
正断層タイプのものが散在していること，明石海峡東部で南北庄織の逆新鹿野のものがみられる事が注目される。
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* 舌女1 Mantle ～～ ．ハ
7.6-7.7km/s 




































調査・研究を行なって来ており， 90年代に入ってからも1992年， 1993年， 1995年と現地に入り地震観測，地球電磁








1999年9月21B未明（台湾時間 1:47），台湾で今世紀最大の地震（Mw=7.7. ML=7.3）が集集（23.8° N, 
120. 75・ 日）を襲った。中寮，南投，台中など車龍塘断麗沿いの町は大きな打撃を受け， 2000人が死亡， 7000人が




















我々 は， TaiwanRapid Earthquake Information Release Systemを見学するため，中央気象台（CWB)
も訪れたの 達額伝達の問題で一時的に機能を停止していた観7J!IJ点もいくつかあったが（地援によるものではない），


















































に変更するとともに， STS地震計の詳絡なノイズテストを実施したO また， GPS，超怯導重力許の設置に参加し，
37次隊（1995時1997年）で，根岸は昭和基地の地震観測システムを更新し，その観測を維持するとともに，超伝導重
力計などによる重力およびGPSの連続観測， STS2地震計による広寄域地震観測を数カ所で実施し良好な記録を




















































震などの臨時観測である。 1989年米国ロ マ・プリ エータ地震 （強震動調査）， 1990年ノレソン島地震 （被害調査，地
震観測）， 1991年焼岳付近の調査（地震観測），1991 1992年西表島群発地震（地震観測，全磁力測定）．1992年米
国ランダース地震（強震動調査），1992年ニカ ラグア地震（津波），1993年能登半島沖地震（地震観測，全磁力測定），
1993年北海道南西部地震 （地震観測），1994年ノースリ ッジ地震 （強震動調査），1995年兵庫県南部地震 （地震観測，
被害調査， CPS観測），1998年飛騨山脈群発地震（地震観測），1999年コロ ンビア ・キンディオ地震 （被害調査），





8. 火山活動研究センター 237 

























































































































































図 3.23 桜島 ・姶良カルデラのマグマ供給系のモテール
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211 第3章組 織 ・研究活動
後も火山噴火による航空機の被災が報告され，噴煙の検知方法の開発，被災回避方法の検討が航空関係者の緊急の
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・ 火山活動研究センター準リアルタイムテレメータ観測点 。唱。0km．－．．． ．・ 地震予知研究セン舎一常時テレメータ観測点
GPS（霧島火山帯変動観測設備）
図－3.25 火山活動研究センター ・地震予知研究センターの観測網
8. 火山活動研究センター 245 
機の被災例を収集分析した。航空機が適切で具体的な被災回避のための航路変更をするには， 1 ) 



















































































































構造の観測と モデル化， GPSによる水蒸気可降水市：の推定法の開発，長期 レーダー観測情報による降雨分布特性
の地形依存性とスケール効果の解明 山岳地形が長雨に与える影響や狭域 ・短時間の可能最大降水並の推定に関す











JSM-SiBUC 1998/6/30 Rainfall(total) (mm/h「）
9:00JST 12:00JST 15:00JST 
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9. 水資源研究センター 251 
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氏名 職名 （当時） 研究課題 客員期間
中西 弘 山口大学工学部教授 水の再利用 ・高度利用 8.55. 1～55. 3 
田中宏平 九州大学農学部教授 新水源の開発 8.55. 4～57. 3 
森瀧健一郎 岡山大学文学部教授 水資源と地域経済社会の変貌 8.57. 4～59. 3 
水越允治 三重大学人文学部教授 気候変動 8.59. 4～61. 3 
水谷義彦 富山大学理学部教授 安定同位体と水循環 8.61. 4～63. 3 
10. 巨大災護研究センター 255 
竹内邦長 山梨大学工学部教授 渇水の生起と安全産 S.63. 4～H. 2 3 
岡田憲夫 鳥取大学工学部教授 海水とそのリスクマネジメント H. 2 4～3 3 
高橋 劫 九州大学理学部教授 地球観測技手JIと水文・水資源 日.2 4～3 3 
渡辺 直 香川大学教育学部教授 河Jflの生物的環境と物理的環境 H.6 4～8 3 
萩藤清子 東京蔀立大学都市軒究所教授 水環境の経済分析と評価 H.8 4～10. 3 
福島武彦 広島大学工学部教授 水域物費謂環機購の解明と水質モデルの開発 司.10.4～12. 3 
吉野文雄 香川大学工学部教授 地球規模，流域規模で、みた水需環系のモデル化と管理 H.12. 4～現在
2）客員助教授
氏名 職名（当時） 研究課題 客員期間
問中 正 筑波大学地球科学系講師地下水の保全と開発 8.55.10～57. 3 
竹内邦良 山梨大学工学部助教授 水資源の保全・管理 8.57. 4～ 1ヶ月
前JI 新 東京大学工学部助教授 水資、掠の保全・管理 8.57. 5～59. 3 
岡田憲夫 鳥耳元大学工学部助教授 水資源計画システム 8.59. 4～61. 3 
小尻利治 岐阜大学工学部助教授 水資源システム管理 S.61. 4～63. 3 
小葉竹重機 群馬大学工学部助教授 雨水の地下流出過程 S.63. 4～H. 2 3 
秋山紀子 青山学院女子短期大学助教援 人文社会的水資源問題 耳.2 4～4 3 
矢守克哉 奈良大学社会学部講師 人間科学的水資源計額・管理 H. 4 4～ 6 3 
多々納裕一 鳥取大学工学部助教授 水環境とリスクマネジメント H. 6 4～8 3 
竹内康弘 大鹿野立大学総合科学部助教授 河川の浸食・堆積環境と生物の棲み場所構造 H. 8 4～10. 3 
東海明宏 北潜道大学大学院 水量・水質・生態を考慮した総合的環境リスク
工学研究科助教授 指標の開発とその流域水資源計額への応用 日.10.4～12. 3 



















































さらに，外国人客員教授としてP.K. Park （米国海洋大気庁）， P. Shrivastava （米国パックネル大学）， G. 




































過程（Informationand Intelligence），災害靖報システム（Preparednessand Societal Reactions），被害抑




































る変遷予鰯， 2 ）巨大災害の伝播・拡大過程解析， 3 ）人的被害予測理論と抑止方法， 4）減災社会システムの設
計論， 5）津波防災論，および6）阪神・淡路大震災の全過程の追跡と都市災害予測である。それぞれの成果はお






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































果，再現されたPGA (Peak Ground Acceleration）及び、ResponseSpectraは震源近傍の被害分布に良く合う
ことが示された。これは，経験的グリーン関数法が広周波数帯域における強震動の再現及び予測にとって有効な手
法であることを示している。



































































































































































































































































材を現地に搬入し，予備観測を実施した。1998年には， この移動観測を春季（ 5/6-6/4），夏季（ 8 / 3 -9 / 5 ),
秩季(10/23-11/21）の3回実施した。また1999年にはKU-AWSを蛙埠の近郊の畑地に設置し， 6 /26から 8/24の












































































































”Development of Earthquake and Tsunami Disaster Mitigation Technologies and their Integration to 
























































































・亀田弘行 (EDMセンター長兼務・研究リーダ…）／担当課題＊：研究の統括ならびに 4. アジア・太平洋
地域の地震・津波防災マスタープランの構築


































































5) Kameda, H.，”Development of Earthquake and Tsunami Disaster Mitigation Technologies and 
Their Integration for the Asia切PacificRegion，” Keynote Address, Proceedings of the Multi-lateral 
Workshop on Development of Earthquake and Tsunami Disaster Mitigation Technologies and 
Their Integration for the Asia同PacificRegion, EDM-RIKEN / STA, Kobe, September30-0ctober 
2, 1998, EDM Report No.2, pp.6叩15.
6) Proceedings of the Multi-lateral Workshop on Development of Earthquake and Tsunami Disaster 
Mitigation Technologies and their Integration for the Asia司PacificRegion, Kobe, September 30 -
ユネスコIGCP-425及びユネスコ 291 
October 1, 1998, Earthquake Disaster Mitigation Research Center, RIKEN, November 1998. 
7) Proceedings of the Second Multi-lateral Worl王shopon Development of Earthquake and Tsunami 
Disaster Mitigation Technologies and their Integration for the Asia-Pacific Region, Kobe, March 
1-2, 2000, Earthquake Disaster Mitigation Research Center，日IKEN,March 2000. 
ユネスコIGCP-425及びユネスコ／防災研究所障の協力覚え書き
1. ユネスコ国際地震対比計宮川GCト425：文化遺産と地すべり災害予測Jの経緯
UNESCO（由連教育科学文化機関）の実施している研究プログラムの中に IUGS (International Union of 

















































































の研究の推進に向けて合同イニシアチブを発揮できることを願い 次の項目に合意した。（第I X項 省略）
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伊藤 潔京都大学防災研究所 助教援 土岐憲三京都大学工学部 教授
飯高 隆東京大学地震研究所 劫手 家村浩和京都大学工学部 教授
中村正夫東京大学地震研究所 助手 高田歪郎神戸大学工学部 教授
鈴木貞臣九州大学理学部 助教授 梅田康弘京都大学防災研究所 劫教授
清水 洋九州大学理学部 助教授 三浦房紀山口大学工学部 教授
松島 健九州大学理学部 助手 清野純史山口大学工学部 劫教授
安藤雅孝京都大学防災研究所 教授 時下部馨神戸大学工学部 教授
中田 高広島大学理学部 助教授 鈴木祥之京都大学防災研究所 劫教授
尾池和夫京都大学理学部 教授 中島正愛京都大学防災研究所 助教授
深尾長夫東京大学地震研究所 教授 小谷投介東京大学工学部 教授
嶋本利彦東京大学地震研究所 助教授 南 忠夫東京大学地震研究所 教授
蓬田 清広島大学理学部 助教授 高 宏一福山大学工学部 教授
田中寅夫京都大学防災研究所 教授 藤井 栄京都大学工学部 助手
平原和朗京都大学防災研究所 助教授 村上嘉直横浜国立大学工学部 教授
石井 紘東京大学地震誹究所 教授 片山恒雄東京大学生産技指研究所 教援
加藤照之東京大学地震研究所 助教授 山崎文雄東京大学生産技指研究所 助教授
木股文昭名古屋大学理学部 助手 林 春男 京都大学防災研究所 助教授
山間耕春名古屋大学理学部 助教授 両国成幸北海道大学工学部 助教授
岡村 真高知大学理学部 教授 室崎議輝神戸大学工学部 教授
大志万直人京都大学防災研究所 助教授 水野弘之京都府立大学家政学部 教授
歌田久司東京大学地震研究所 助教授 研究協力者 (22名）
本蔵義守東京工業大学理学部 教授 志知奄一名古慶大学理学部 助教授
竹内吉弘大阪工業大学工学部 教授 笹井洋一東京大学地震研究所 助教授
大場新太郎大阪工業大学工学部 教授 吉岡祥一愛媛大学理学部 助手
入倉孝次郎京都大学防災研究所 教授 皇村幹夫静岡大学教養部 助教授
岩田知孝京都大学防災研究所 助手 高矯正義東京大学地震研究所 技官
工藤嘉彦東京大学地震研究所 講師 坂上 実東京大学地震研究所 技官
瀬尾和大東京工業大学工学部 助教授 松波孝治京都大学防災研究所 助教授
笹谷 努北潜道大学理学部 教授 勝見 武京都大学防災研究所 助手
関口秀雄京都大学工学部 助教授 三村 衛京都大学防災研究所 助教授
篠崎祐王京都大学工学部 講師 佐々 恭ニ京都大学防災研究所 教授
嘉門雅史京都大学助災研究所 教授 市Jfl 信夫京都大学防災研究所 技官
奥酉一夫京都大学訪災研究所 教授 森 保宏名古屋大学工学部 劫教授
亀田弘行京都大学訪災研究所 教授 富岡義人三重大学工学部 劫教授
佐藤忠信京都大学訪災現究所 教授 Jfl口 淳三重大学工学部 助教授
296 
鈴木 有金沢工業大学工学部 教授 村上ひとみ北海道大学工学部 助手
後藤 金沢工業大学工学部 助手 鏡味洋史北海道大学工学部 教授
岩井 哲京都大学防災研究所 助手 佐土原総横浜国立大学工学部 助教授






























































平田 誼東京大学地震研究所 助教授 平涼和朗京都大学助災研究所 助教授
深尾喪失東京大学地震研究所 教授 長谷川昭東北大学理学部 教援
安藤雅孝京都大学防災研究所 教授 加藤熊久東京大学地震研究所 助教授
片濯 浩京都大学防災研究所 助手 2 地震動・地盤震動
大内 徹神戸大学理学部 助手 入倉孝次郎京都大学防災研究所 教授
山口 覚神戸大学理学部 講師 松波孝治京都大学防災研究所 劫教授
笠原 稔北海道大学理学部 助教授 岩田知孝京都大学防災研究所 劫手
中田 高広島大学理学部 助教授 工藤一嘉東京大学地震研究所 助教授
脇田 宏 教授 笹谷 務北海道大学理学部
298 
瀬尾和大東京工大総合理工学研究科助教授 藤井 栄京都大学工学部 助手
横井投明秋田大学鉱山学部 助手 中国 i模介建設省建築研究所 室長
土岐 京都大学工学部 教授 野中泰二郎京都大学防災研究所 教授
竹内吉弘大阪工業大学工学部 教授 森野捷輔三三重大学工学部 教授
大場新太郎大高工業大学工学部 教授 JI日 三重大学工学部 助手
篠崎祐三京都大学工学部 講師 中島正愛京都大学防災研究所 助教授
河野允宏京都大学工学部 助教授 東横口護京都大学工学部 助教授
赤松純平京都大学妨災研究所 助教授 鈴木 有金沢工業大学工学部 教授
堀家 :iE刻 大阪工業大学工学部 助教授 鎌田輝男植山大学工学部 教授
馬場研介大阪大学工学部 講師 井上 豊大阪大学工学部 教授
3 土木施設被諜・地盤変状の分析 鈴木祥之京都大学防災研究所 助教授
佐藤忠信京都大学防災研究所 教授 日下部馨神戸大学工学部 教授
大町達夫東京工大総合理工学研究科教授 西JII 孝夫東京都立大学工学部 教授
杉戸真太岐車大学工学部 助教授 柴田 明徳東北大学工学部 教授
清野純史山口大学工学部 助教授 斉藤大樹東北大学工学部 助手
抑沢栄司東北大学工学部 教授 5 防災システムの分析
東畑郁生東京大学工学部 教授 再開忠昭京都大学防災研究所 教授
i濁一三生岐阜大学工学部 教授 林 春男 京都大学防災研究所 助教授
高橋 保京都大学訪災研究所 教授 小川雄二郎 悶適地域開発センター 主任
嘉門雅史京都大学防災研究所 教授 中JI 大京都大学工学部 助教授
奥西一夫京都大学防災研究所 教授 小林正美京都大学工学部 教授
佐々 恭ニ京都大学防災研究所 教授 宮野道雄大阪市立大学生活科学部 助教授
藤井弘章岡山大学農学部 助教授 村上ひとみ北海道大学工学部 助手
高田歪郎神戸大学工学部 教援 鏡味洋史北海道大学工学部 教授
宗宮 功京都大学工学部 教授 北原昭男京都大学防災研究所 助手
津野 洋京都大学工学部 助教授 亀田弘行京都大学防災研究所 教授
能島勝呂広島工業大学工学部 助教授 角本 繁京都大学防災研究所 助教授
藤野揚三東京大学工学部 教授 岩井 哲京都大学訪災研究所 助手
山崎 淳 司本大学工学部 教授 碓井照子奈良大学文学部 助教授
野田 茂鳥取大工学部 助教授 山崎文夫東京大学生産技指研究所 助教授
家村浩和京都大学工学部 教授 柴崎亮介東京大学生産技術研究所 助教授
4 建築物被害の分析 盛川 仁京都大学工学部 助手


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































京都大学名誉教授 中 島 暢太郎
私が防災研究所の教授に赴任してきたのは研究所が15歳の墳でしたが，以後20年在籍し退職してから平くもお
年が経ち，今年は創立50局年を迎えると開き，墜史の重みを感じます。ここでは，夜、が所長をつとめた昭和52年5















































































314 第5輩出 顧 録
りてJI勝さん，西正男さん，小林年夫さん，化研のポンプの操作出来る人と私の 5人で観測所へ向かった。玉川下




























ごとに発生過程から防御軽減策まで細部にわたる研究が必要となり， 1990年（平成2年） 3月には，研究部門： 19,
研究センター： 3，実験所： 2，観測所： 10の大研究所になりました。しかし，このことは研究の専門分化とみる










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































危険性を， よく潜席などで＼“Garbagein, Garbage out／”と檎しそうに蔀捻
1969年に宇治構内に防災研究所本館が竣工し，上記8研究部門も黄葉キャンパス内に移転しました。その後5年









































































































































































































































福井市開麗町 1 - 7 
